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観点一覧

◆内容の取扱い
1. 幅広い話題について，生徒が自ら考え，情報や意見，主張などを話したり書いたりして伝えるための思考力・判断力・表現力を養う教科書になっている。
2. 話すこと，書くことを中心とした言語活動につながるように，言語材料の配列順や例文を工夫し，教師にとって教えやすく，生徒にとって学びやすい教科書になっている。
3. 様々な場面や状況設定において，論理の構成や展開に意識して自分の考えを述べたり，書いて伝えたりする発信の機会を多く設けている。
4. 聞いたり読んだりした内容や学習した言語材料をもとに，段階的な言語活動を通して，発信能力の育成ができるよう配慮している。

◆単元の構成・配列および分量
1. 本課（12課），英文の構造や知識に関するもの（6課），統合的な言語活動（6課）の構成とする。
2. 巻頭（表紙裏）に教科書で学ぶ「パラグラフの構成パターン」を示している。
3. 各課の前半はモデル文（Topic Introduction），英問，基本例文（Example Bank），話すこと［やり取り／発表］，書くこと（Try it out）の活動がバランスよく配置され，英語による導入を行いやすく工夫してある。
4. 各課の後半（Expressing，Logic Focus）は，リスニング，話すこと[やり取り]，書くことの活動で構成され，段階を踏んだ授業展開を可能にしている。Logic Focusでパラグラフの構成や手順を学び，論理的な構成を意識した発信活動ができるようにした。
5. 各課の題材に関連する語彙・表現（Words & Phrases），英語表現集（Useful English expressions）を巻末にまとめて掲載し，語彙・表現の強化として確認できるようにしている。
6. 各課にQRコードを示し，モデル文と基本例文の音声が確認できるようにしている。
7. 巻末にスピーチ・プレゼンテーション・ディベート・ディスカッションの「話すこと［やり取り／発表］」に役立つ表現と評価シートを掲載し，生徒の言語活動を支援している。評価シートを活用することで生徒同士の評価や自己評価につなげるようにした。


